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二
〇
一
四
年
の
新
年
会
は
、
こ
れ

ま
で
と
違
っ
た
趣
向
で
、
一
部
は
サ

ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
二
部
は
飲
食

と
歓
談
の
ニ
ュ
イ
ヤ
ー
ズ
パ
ー
テ

イ
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
題
し
て

「
音
楽
で
め
ぐ
る
岩
倉
使
節
の

旅
」
、
演
奏
は
会
員
有
志
と
そ
の
ご

縁
で
招
く
プ
ロ
、
セ
ミ
プ
ロ
の
素
晴

ら
し
い
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
迎
え
、
米
国
、
英
国
、
欧
州
と
ゆ

か
り
の
音
楽
で
旅
を
す
る
こ
と
に

な
る
。

場
所
は
、
皇
居
を
見
渡
す
素
敵
な

会
場
（
通
称
「
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
」

の
二
十
階
）
、
魅
力
的
な
楽
の
音
に

の
っ
て
新
春
を
寿
ご
う
と
い
う
催

し
で
す
。
幕
の
内
で
も
あ
り
ご
家
族

も
ま
じ
え
て
賑
や
か
に
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

秋
の
全
体
例
会
は
、
板
谷
敏
彦
氏
の

講
演

「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
金
融
資

本
主
義
の
跋
扈
」

第
六
十
九
回
と
な
る
全
体
例
会

が
、
十
月
十
三
日
（
日
）
十
三
時
か

ら
一
ツ
橋
の
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

今
年
度
に
な
っ
て
会
員
増
の
傾

向
に
あ
り
、
全
体
例
会
に
も
新
会
員

四
名
が
参
加
し
、
会
務
報
告
に
続
い

て
挨
拶
を
お
こ
な
い
参
加
者
の
拍

手
を
浴
び
た
。

第
二
部
は
、
金
融
・
証
券
業
の
研

究
者
で
あ
る
板
谷
敏
彦
氏
の
講
演

会
を
開
催
し
た
。
「
金
融
資
本
の
跋

扈
―
二
十
一
世
紀
に
な
ぜ
金
融
シ

ス
テ
ム
は
肥
大
化
し
た
の
か
―
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
興
味
深
い
講
演
で
、

終
了
時
間
ま
で
質
疑
が
続
い
た
。

（
詳
細
は
二
頁
）

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会
、

ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
で
白
熱
論
議
続
く

九
月
は
、
塚
本
弘
氏
に
よ
る
「
今
、

そ
こ
に
あ
る
危
機
」
と
い
う
ホ
ッ
ト

な
問
題
意
識
で
報
告
が
あ
り
、
中
国

の
領
海
、
領
空
や
主
権
に
対
す
る
挑

戦
に
つ
き
熱
く
論
議
さ
れ
、
後
半
で

は
憲
法
問
題
が
俎
上
に
の
せ
ら
れ
、

両
論
が
拮
抗
し
て
白
熱
し
た
デ

ベ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

十
月
に
は
、
泉
三
郎
氏
の
大
テ
ー

マ
「
日
本
を
ど
ん
な
国
に
し
た
い

か
」
シ
リ
ー
ズ
の
三
回
目
で
、
「
家

庭
の
再
生
」
と
「
日
本
列
島
の
美
的

改
造
論
」
が
披
瀝
さ
れ
、
種
々
意
見

が
出
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

十
一
月
に
は
、
外
部
講
師
の
井
上

雅
晴
氏
を
招
き
、
海
外
で
発
電
所
建

設
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ

ぎ
つ
ぎ
と
達
成
さ
れ
た
貴
重
な
経

験
を
基
に
現
下
の
日
本
の
電
力
問

題
に
つ
い
て
素
晴
ら
し
い
講
話
を

い
た
だ
い
た
。（

詳
細
は
三
・
四
頁
）

歴
史
部
会
も
続
々
と
「
人
物
論
」
で

充
実九

月
は
外
部
講
師
、
新
進
気
鋭
の

東
大
準
教
授
五
百
頭
馨
氏
を
招
い

て
、
「
福
地
源
一
郎
―
セ
カ
ン
ド
ベ

ス
ト
の
探
求
者
」
論
。

十
月
は
吹
田
尚
一
氏
の
「
加
藤
高

明
―
そ
の
外
交
政
策
と
政
党
政
治

の
光
芒
」
論
。

十
一
月
は
多
田
直
彦
氏
の
映
像

を
ま
じ
え
て
の
「
新
島
襄
と
岩
倉
使

節
団
」
と
続
い
た
。

(

詳
細
は
五
頁)
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国
家
の
政
策
に
は
短
期
と
中
長

期
の
も
の
が
あ
る
。
当
面
は
現
実

に
重
点
を
置
く
と
し
て
も
、
中
長

期
の
も
の
に
は
基
本
的
な
理
念
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
理

想
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
。

安
倍
政
権
の
施
策
は
デ
フ
レ
低

迷
経
済
に
対
す
る
「
富
国
策
」
と

隣
国
「
中
韓
の
脅
威
」
に
対
す
る

「
強
兵
策
」
と
解
釈
で
き
る
。
い

わ
ば
「
富
国
強
兵
」
策
で
あ
る
。

そ
の
先
に
あ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
七

年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

く
ら
い
し
か
見
え
な

い
。
そ
れ
は
三
週
間
足

ら
ず
東
京
中
心
で
行
わ

れ
る
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
あ
り
、
実
態

は
そ
れ
を
旗
印
に
し
た

大
建
設
工
事
の
経
済
効

果
が
狙
い
と
さ
え
み
え

る
。
そ
こ
に
は
理
念
ら

し
き
も
の
も
み
え
ず
中

長
期
の
目
標
も
な
く
夢

の
あ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
も

描
か
れ
て
い
な
い
。

今
、
日
本
国
に
と
っ

て
の
「
大
事
」
と
は
何
か
。
そ
れ

は
二
十
年
、
三
十
年
後
を
見
据
え

て
「
日
本
を
、
世
界
を
ど
の
よ
う

な
姿
に
し
て
い
き
た
い
か
」
と
い

う
大
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
で

は
な
い
の
か
。

日
本
は
、
四
季
に
め
ぐ
ま
れ
た

青
山
緑
水
の
列
島
で
あ
る
。
そ
し

て
中
国
二
千
五
百
年
の
文
明
と
西

洋
二
百
五
十
年
の
近
代
文
明
を
共

に
摂
取
し
て
わ
が
も
の
と
し
て
き

た
、
世
界
で
も
稀
な
東
西
融
合
文

明
の
国
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
百

六
十
年
間
、
い
く
た
の
試
行
錯
誤

と
成
功
・
失
敗
の
末
に
、
平
和
で

繁
栄
し
た
国
を
創
り
上
げ
て
き

た
。
確
か
に
、
こ
の
二
十
年
ば
か

り
は
迷
走
し
た
が
、
そ
の
実
績
と

知
恵
の
蓄
積
は
大
き
く
、
い
っ
た

ん
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
気

概
を
も
て
ば
二
十
一
世
紀
の
新
し

い
国
社
会
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
う

る
位
置
に
あ
る
と
思
う
。

私
は
日
本
人
は
今
こ
そ
大
志
を

抱
き
大
き
な
夢
を
持
つ

べ
き
だ
と
思
う
。
そ
れ

は
英
米
文
明
の
後
追
い

で
は
な
く
、
そ
れ
を
超

え
る
新
し
い
文
明
の
創

造
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
二
〇

五
〇
年
を
目
標
に
し
て

「
美
味
し
国
、
福
寿
の

列
島
を
創
る
」
と
い
う

夢
を
抱
い
て
は
ど
う

か
。
そ
れ
に
は
思
想
の

基
軸
を
Ｇ
Ｎ
Ｐ
偏
重
か

ら
、
幸
福
度
の
重
視
へ

と
大
転
換
を
す
る
こ
と

が
前
提
に
な
る
。
そ
の
視
点
に
立

て
ば
、
「
富
国
強
兵
」
策
は
ま
さ

に
時
代
錯
誤
で
あ
り
、
「
美
国
福

民
」
策
こ
そ
が
新
時
代
の
目
標
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
そ
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
は
宇
宙
船
地

球
号
が
「
争
い
や
格
差
の
舞
台
」

で
は
な
く
、
「
平
和
と
幸
福
の
世

界
」
で
あ
る
こ
と
を
一
途
に
目
指

す
べ
き
だ
と
思
う
の
だ
が
、
如
何

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
年
会
は
一
月
五
日(
日)

、
新
趣
向
で

「音
楽
で
め
ぐ
る
岩
倉
使
節
の
旅
」

「富国強兵」か、「美国福民」か

泉 三郎

10月全体例会講演会（学術総合センター）
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今
年
度
の
秋
の
全
体
例
会
は
、

十
月
十
三
日
（
日
）
十
三
時
、
一

ツ
橋
の
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
中
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
石
垣
碩
信
事
務
局
長

の
司
会
進
行
の
も
と
、
泉
三
郎
代

表
の
挨
拶
お
よ
び
会
務
報
告
が
行

わ
れ
た
。

第
二
部
の
講
演
会
に
先
立
ち
、

司
会
進
行
が
山
田
哲
司
氏
に
引
き

継
が
れ
た
。
ま
ず
、
例
会
初
参
加

の
新
会
員
四
名
が
挨
拶
を
行
い
、

次
い
で
、
山
田
氏
が
講
師
に
お
迎

え

し

た

板

谷

敏

彦

氏

の

プ

ロ

フ
ィ
ー
ル
お
よ
び
著
書
の
紹
介
・

解
説
を
行
い
、
講
演
会
に
移
っ

た
。板

谷
氏
は
「
金
融
資
本
の
跋

扈
」
―
二
十
一
世
紀
に
な
ぜ
金
融

シ
ス
テ
ム
は
肥
大
化
し
た
の
か
―

を
テ
ー
マ
に
、
用
意
さ
れ
た
二
十

八
枚
に
お
よ
ぶ
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ

て
講
演
を
行
っ
た
。

板
谷
氏
は
、
石
川
島
播
磨
重

工
、
日
興
證
券
を
経
て
、
み
ず
ほ

証
券
株
式
本
部
営
業
統
括
に
就
任

さ
れ
、
そ
の
多
彩
な
海
外
で
の
証

券
業
務
の
経
験
を
も
と
に
、
二
〇

〇
六
年
に
投
資
顧
問
会
社
ル
ー

ト
・
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
株
式
会
社
を
設
立
、
現
在
そ
の

代
表
取
締
役
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
は
、
和
製
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

と
し
て
話
題
と
な
っ
た
。
ま
た
業

務
の
か
た
わ
ら
、
金
融
・
証
券
業

の
研
究
を
深
め
高
橋
是
清
の
活
躍

を
描
い
た
「
日
露
戦
争
、
資
金
調

達
の
戦
い
」
や
「
金
融
の
世
界

史
」
（
い
ず
れ
も
新
潮
選
書
）
の

著
作
を
発
表
、
今
や
歴
史
家
、
著

述
家
と
し
て
活
動
を
広
げ
て
い

る
。講

演
は
大
別
し
て
二
部
に
わ
か

れ
、
前
半
は
金
融
の
歴
史
、
後
半

は
規
制
緩
和
の
進
展
と
金
融
技
術

の
発
達
を
背
景
と
し
た
跋
扈
す
る

金
融
資
本
を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ

れ
た
。

講
演
要
旨

金
融
の
歴
史
は
古
く
、
ハ
ム
ラ

ビ
法
典
（
紀
元
前
一
七
五
〇
年
ご

ろ
）
に
は
利
子
の
規
定
が
あ
り
、

古
代
国
家
で
も
利
子
の
概
念
は
存

在
し
て
い
た
。
ま
た
金
銭
貸
借
契

約
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
粘
土
板

の
証
書
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
貨

幣
の
歴
史
を
見
る
と
、
中
国
で
は

紀
元
前
八
世
紀
に
は
青
銅
製
の
コ

イ
ン
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

後
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
商

業
と
共
に
金
融
業
も
大
き
く
発
展

し
、
一
一
世
紀
に
は
決
済
銀
行
が

生
ま
れ
、
金
銀
の
預
り
証
で
決
済

す
る
信
用
創
造
が
始
ま
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
や
複

式
簿
記
を
イ
ス
ラ
ム
か
ら
取
り
入

れ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア

で
金
融
業
・
保
険
業
の
基
礎
が
築

か
れ
る
。
大
航
海
時
代
に
は
オ
ラ

ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
金
融

業
は
さ
ら
に
発
展
し
、
つ
い
で
産

業
革
命
期
に
お
い
て
近
代
の
通
貨

制
度
、
金
融
市
場
、
株
式
会
社
制

度
が
整
え
ら
れ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世

界
大
戦
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
代

わ
り
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
経
済
を

支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
黄
金
の

六
十
年
代
を
迎
え
ア
メ
リ
カ
経
済

は
さ
ら
に
拡
大
し
、
産
業
構
造
の

変
化
（
三
次
産
業
化
）
が
進
む
。

一

九

七

一

年

の

ニ

ク

ソ

ン

・

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
実
体
経
済
の
不

振
は
実
物
投
資
機
会
の
相
対
的
減

少
を
招
き
、
集
積
さ
れ
た
資
金
は

収
益
機
会
を
失
い
資
金
の
余
剰
時

代
に
突
入
し
、
金
融
派
生
商
品
が

発
達
し
、
金
利
と
い
う
実
体
の
な

い
も
の
の
売
買
や
、
株
価
指
数
先

物
上
場
が
始
ま
る
。
そ
の
後
も
八

十
年
代
（
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
）
の

規
制
緩
和
、
一
九
八
五
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
に
よ
る
円
高
な
ど
世
界
経

済
は
激
動
期
を
迎
え
、
一
九
八
七

年
十
月
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ィ
ー

は
、
一
日
で
二
十
二
％
と
史
上
最

大
の
株
価
下
落
を
生
み
、
株
式
の

流
動
性
の
リ
ス
ク
を
再
認
識
さ
せ

る
こ
と
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は
二

〇
〇
七
年
以
降
も
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
引

き
起
こ
し
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
で
の

民
間
債
務
三
百
七
十
五
兆
円
は
公

的
債
務
に
転
換
さ
れ
た
の
み
で
、

未
だ
根
本
的
解
決
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
金
融
の
跋
扈
は
続
く
が
、

世
界
の
主
要
国
が
、
各
国
と
も
財

政
の
建
て
直
し
に
は
依
然
と
し
て

苦
戦
し
、
過
剰
な
資
金
を
供
給
し

イ
ン
フ
レ
経
済
へ
誘
導
し
つ
つ
、

実
体
経
済
の
建
直
し
を
図
る
な

か
、
金
融
は
そ
の
存
在
と
機
能
の

維
持
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
方
向
に
舵
を
切
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
要
約
は
小
野
氏
の

メ
モ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の

で
す
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
は
左
記

の
著
書
を
御
覧
下
さ
い
。

講
演
終
了
後
、
約
四
十
分
活
発

な
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
身
近
な
問
題
が
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
だ
け
に
ほ
ぼ
参
会
者
全
員

か
ら
質
問
が
あ
り
、
大
変
充
実
し

た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
の

終
了
後
は
神
保
町
の
焼
肉
店
「
翔

山
亭
」
に
お
い
て
約
十
五
名
が
参

加
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
さ

ら
に
活
発
な
議
論
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
板
谷
氏
は
、
そ
の
前
著

「
日
露
戦
争
、
資
金
調
達
の
戦

い
」
に
お
い
て
、
金
融
・
証
券
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
，
歴
史
家
と

し
て
の
視
点
・
姿
勢
を
明
確
に
し

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
引
き

続
き
金
融
・
財
政
か
ら
見
た
昭
和

史
（
特
に
昭
和
前
期
）
に
も
意
欲

を
示
さ
れ
て
お
り
、
益
々
の
ご
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
文
責
）
山
田

哲
司

（
写
真
）
中
山

進

小
林
富
士
雄
氏

惜
し
ま
れ
て
退
会

小
林
氏
は
わ
が
国
山
林
学
会
の

重
鎮
（
大
日
本
山
林
学
会
の
名
誉

会
長
）
で
、
現
役
引
退
後
も
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
世
界
各
地
の
山
林

行
政
や
教
育
に
貢
献
さ
れ
た
。
当

会
で
も
岩
倉
使
節
団
と
山
林
問
題

に
つ
い
て
貴
重
な
研
究
を
さ
れ
、

多
く
の
示
唆
を
あ
た
え
て
い
た
だ

い
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
高
齢
の
た

め
耳
が
遠
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由

に
退
会
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
今

後
も
当
会
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
時
に
は

お
顔
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

板
谷
敏
彦
氏
の
講
演
会
開
催

「
金
融
資
本
の
跋
扈
」
―
二
十
一
世
紀
に
な
ぜ
金
融
シ

ス
テ
ム
は
肥
大
化
し
た
の
か
―

第６９回

全体例会

講師の板谷敏彦氏

12月の実記を読む会で

退会の挨拶をする小林富士雄氏
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☆
新
会
員
自
己
紹
介
☆

前
号
に
続
き
、
今
年
度
に
な
っ

て
会
員
と
な
っ
た
四
人
の
方
に
自

己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

横
内
則
之

元
々
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
す
が

歴
史
好
き
で
し
た
の
で
、
定
年
を

機
に
、
明
治
か
ら
終
戦
ま
で
を
辿

る
『
学
校
で
習
わ
な
い
日
本
の
近

代
史
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し

た
。
そ
の
縁
で
有
る
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
会
員
か
ら

こ
の
会
を
紹
介
さ
れ
て
入
れ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
の

立
役
者
た
ち
が
、
世
界
を
ど
の
よ

う
に
見
、
そ
れ
を
近
代
国
家
建
設

に
ど
う
生
か
し
た
か
を
改
め
て
知

り
た
い
と
思
う
と
共
に
、
会
活
動

を
通
じ
て
、
自
分
な
り
の
歴
史

観
、
国
家
観
、
戦
争
観
な
ど
を
検

証
し
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
野
啓
子

千
葉
県
佐
倉
市
在
住
。
高
校
ま

で
を
愛
媛
県
宇
和
島
市
。
松
山
市

で
過
ご
し
た
の
ち
上
京
。
大
学
で

は
法
律
を
学
び
、
銀
行
勤
務
を
経

て
、
専
業
主
婦
歴
三
十
年
で
す
。

趣
味
は
家
庭
菜
園
。
テ
ニ
ス
。
ハ

ン
ド
ベ
ル
。
小
学
生
へ
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
活
動
な
ど
で
す
。
所

属
し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル

で
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
務
め
て
く
だ
さ

り
、
長
男
の
学
友
マ
マ
で
も
あ
る

植
木
さ
ん
よ
り
当
会
を
紹
介
い
た

だ
き
参
加
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
例

会
参
加
は
数
少
な
い
私
で
す
が
、

出
席
の
度
に
皆
様
よ
り
知
的
刺
激

を
受
け
て
幸
せ
に
つ
つ
ま
れ
て
帰

宅
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
田
直
彦

近
藤
義
彦
様
の
ご
紹
介
で
こ
の

会
を
知
り
、
こ
こ
で
歴
史
を
学
べ

る
の
で
は
？
と
い
う
の
が
入
会
の

動
機
で
す
。
そ
の
後
、
「
実
記
を

読
む
会
」
で
泉
三
郎
会
長
の
朗
読

を
お
聞
き
し
、
明
治
の
日
本
語
の

美
し
さ
と
意
味
の
深
さ
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
最
近
、
私
は
同
志
社

や
新
島
襄
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す

が
、
岩
倉
使
節
団
と
の
接
点
が

色
々
あ
る
よ
う
で
新
し
い
発
見
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
写
真

と
海
外
旅
行
後
に
動
画
風
のD

V
D

を

自
作
す
る
こ
と
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
間
純
一

初
め
ま
し
て
。
赤
間
純
一
（
あ

か
ま
じ
ゅ
ん
い
ち
）
と
申
し
ま

す
。
植
木
様
の
ご
紹
介
で
当
会
を

知
り
、
そ
の
自
由
闊
達
な
雰
囲
気

に
魅
せ
ら
れ
加
入
を
決
意
致
し
ま

し
た
。

私
は
、
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
練
馬
と
中
野
の
区
境
近
辺
で

｢

小
さ
な
教
室｣

を
主
宰
し
て
お
り

ま
す
。
仕
事
の
傍
ら
、｢

學
門
は
歷

史
に
極
ま
る｣

と
い
う
徂
徠
の
言
葉

に
崇
敬
の
念
を
抱
い
て
お
り
ま
し

て
、
雑
読
を
重
ね
て
来
た
次
第
で

す
。
趣
味
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
と
写

真
と
い
う｢

真
性｣

の
オ
タ
ク
で
す

が
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
日
本
の
安
全
保

障
と
憲
法
問
題

九
月
二
十
八
日

開
催
、
参
加
者
十

四
名
。

担
当
の
塚
本
弘

が
「
日
本
の
安
保

障
問
題
と
憲
法
改

正
」
に
つ
い
て
発

表
し
、
議
論
が
な

さ
れ
た
。

中
国
か
ら
の
我

が
国
の
領
土
、
領

海
、
領
空
や
主
権
に
対
す
る
挑
発

は
続
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況

は
「
今
、
そ
こ
に
あ
る
危
機
」
と

認
識
す
べ
き
。
特
に
、
南
シ
ナ
海

で
は
、
比
の
米
軍
基
地
や
ロ
シ
ア

の
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ム
ラ
ン
湾
の
海

軍
基
地
か
ら
の
撤
退
後
、
す
ぐ
に

中
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
沖
合
に
進
出

し
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
中

国
の
習
近
平
主
席
は
、
「
平
和
的

発
展
の
道
を
歩
む
こ
と
を
堅
持
す

る
」
と
い
い
な
が
ら
、
他
方
で

は
、
「
我
々
の
正
当
な
権
益
を
決

し
て
放
棄
し
な
い
し
、
中
核
的
国

益
を
決
し
て
犠
牲
に
す
る
こ
と
も

な
い
」
「
中
華
民
族
の
偉
大
復
興

を
実
現
す
る
中
国
の
夢
を
実
現
」

と
も
い
っ
て
お
り
、
ど
う
も
後
者

の
ほ
う
が
本
音
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。日

本
と
し
て
は
、
中
国
に
よ
る

「
力
の
行
使
に
よ
る
現
状
変
更
」

に
対
し
、
海
上
保
安
庁
や
警
察
、

自
衛
隊
を
通
じ
、
我
が
国
の
領

土
、
領
海
、
領
空
を
守
り
抜
く
こ

と
が
大
事
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
国
際
治
安
部
隊
に
は
、
ド

イ
ツ
が
四
千
三
百
名
、
カ
ナ
ダ
が

二
千
八
百
名
も
派
遣
し
て
お
り
、

さ
ら
に
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
対
策

に
も
日
本
は
じ
め
各
国
が
艦
艇
を

派
遣
し
て
い
る
な
ど
、
国
際
的
な

治
安
維
持
協
力
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
、
「
現
未
来
部
会
」

で
憲
法
九
条
の
改
正
問
題
に
つ
い

て
は
、
四
回
に
わ
た
り
議
論
し
て

き
た
。
賛
否
両
論
あ
っ
た
が
、
現

実
の
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
を
考
え

る
と
、
日
本
と
し
て
も
ま
ず
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
、

現
実
的
な
対
応
を
考
え
、
さ
ら

に
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
も
第
九

条
第
一
項
の
「
国
権
の
発
動
と
し

て
の
戦
争
を
放
棄
し
、
武
力
の
行

使
に
よ
る
威
嚇
、
及
び
武
力
の
行

使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
は
用
い
な
い
」
と
い
う

部
分
は
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
が
、

第
二
項
に
つ
い
て
は
、
改
正
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
説
明
。
こ

れ
に
対
し
、
「
平
和
国
家
日
本
」

こ
そ
日
本
の
あ
る
べ
き
方
向
で
あ

り
、
改
正
に
は
反
対
な
ど
、
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

（
文
責
）
塚
本

弘

■
潤
い
の
あ
る
家
庭
と
美
し
い
個
性

豊
か
な
列
島
へ

十
月
十
八
日
開
催
、
出
席
者
十

一
名
。

今
回
は
泉
三
郎
が
担
当
で
、

「
潤
い
の
あ
る
家
庭
・
信
頼
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
～
誤
っ

た
個
人
主
義
か
ら
の
脱
出
」
と

「
日
本
列
島
を
美
し
い
個
性
豊
か

な
列
島
へ
変
身
さ
せ
よ
う
」
に
つ

い
て
の
報
告
し
提
言
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
た
。

前
半
は
、
「
家
庭
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
の
再
生
」
に
つ
い
て
、
「
家

庭
は
生
命
の
泉
」
で
あ
り
「
幸
福

の
源
」
で
あ
り
「
社
会
の
基
礎
」

で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
そ
の

重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
考
え
を
述
べ
た
。

そ
し
て
家
庭
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

が
、
生
命
の
継
承
の
場
で
あ
り
、

三
代
の
結
節
点
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
高
齢
者
・
祖
父
母
の
あ
ら
ま

ほ
し
き
生
き
方
に
つ
い
て
も
触
れ

た
。次

い
で
「
何
故
、
現
代
の
家
庭

は
崩
壊
に
瀕
し
て
い
る
の
か
」
に

つ
い
て
、
エ
セ
個
人
主
義
・
エ
セ

平
等
主
義
の
跋
扈
、
個
族
の
群

生
、
過
剰
な
欲
望
主
義
と
自
己
実

現
主
義
な
ど
が
そ
の
原
因
だ
と
分

析
、
高
齢
者
問
題
に
つ
い
て
も

誤
っ
た
死
生
観
（
人
間
は
動
物
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
）
が
問
題
と
い
う
指
摘
を
し

た
。
そ
し
て
、
「
家
庭
の
再
生
」

に
向
け
て
「
意
識
の
大
改
革
」
や

「
仕
事
と
子
育
て
の
二
刀
流
」
、

「
人
生
三
毛
作
」
さ
ら
に
は
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
的
家
族
」
な
ど
の
ア

イ
デ
イ
ア
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

（
四
頁
に
続
く
）
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ま
た
、
後
半
で
は
「
個
性
豊
か

な
列
島
」
を
目
指
し
「
道
州
制
で

日

本

を

美

的

に

変

身

さ

せ

よ

う
！
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
大
平

正
芳
首
相
の
「
田
園
都
市
構
想
」

や
「
美
し
い
国
土
づ
く
り
大
綱
」

（
国
土
交
通
省
：
平
成
十
五
年
）

の
紹
介
を
行
い
、
自
然
と
人
間
の

融
和
を
特
長
と
す
る
日
本
的
思
想

に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

そ
し
て
具
体
策
と
し
て
、
景
観

条
例
の
全
国
的
な
施
行
、
各
自
治

体
に
美
術
デ
イ
レ
ク
タ
ー
や
審
美

委
員
を
置
く
こ
と
な
ど
も
提
案
、

電
柱
・
電
線
の
地
下
埋
設
化
、
看

板
を
美
的
に
す
る
こ
と
、
役
所
、

学
校
、
駅
舎
な
ど
の
美
化
、
橋
、

歩
道
橋
、
屋
根
、
塀
、
垣
根
、
建

築
、
交
通
機
関
、
街
路
樹
や
花
を

植
え
る
こ
と
、
河
川
や
道
の
緑

化
、
形
、
色
彩
な
ど
に
美
的
セ
ン

ス
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
な
ど
の
提

案
を
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
主
導
す
る
パ

ワ
ー
は
こ
れ
か
ら
「
志
民
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
で
は
な
い
か
と
の
認
識
も
示

し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
道
州

制
」
（
仮
に
十
二
州
案
）
の
採
用

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
各
州
の
具

体
的
イ
メ
ー
ジ
の
参
考
資
料
も
提

示
し
た
。

（
文
責
）
泉

三
郎

■
東
日
本
大
震
災
後
の
原
子
力
問

題
と
電
気
事
業
制
度
改
革
論

（
講

師:

井
上
雅
晴
氏
）

十
一
月
九
日
開
催
、
参
加
者
十

五
名
。

三
菱
商
事
で
、
最
初
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（I
n
d
ep
e
n
de
n
t

P
o
we
r

Pl
an
t

）

を
立
ち
上
げ
成
功
さ
れ
、
米
国
の

P
o
w
e
r

A
w
ar
d

も
受
賞
、
『
電
力
改

革
論
と
真
の
国
益
』
の
著
作
を
も

つ
井
上
雅
晴
氏
に
講
演
頂
い
た
。

東
日
本
大
震
災
後
の
原
発
問
題

は
、
氏
は
、
日
本
の
電
力
は
、
石

炭
・
石
油
・
水
力
・
原
発
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
が
う
ま
く
行
っ
て
い

る
上
に
、
コ
ス
ト
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
輸
入
国
と
し
て
は
世
界
で
誇

る
べ
き
低
価
で
供
給
で
き
て
い
る

の
で
、
特
に
、C
O
2

の
排
出
も
な

く
、
低
価
の
原
発
は
、
将
来
の
化

石
燃
料
の
入
手
難
を
考
慮
す
る

と
、
脱
原
発
は
非
合
理
だ
と
言

う
。
現
在
の
軽
水
炉
は
、
ウ
ラ
ン

燃
料
の
０
・
５
％
し
か
使
わ
れ
て

い
な
い
が
、
も
ん
じ
ゅ
の
高
速
増

殖
炉
（
Ｆ
Ｂ
Ｒ
）
が
、
実
現
す
れ

ば
、
ウ
ラ
ン
の
六
十
％
が
使
え
効

率
的
で
、
そ
の
実
現
性
も
日
本
の

技
術
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
そ
う
遠

く
な
い
将
来
に
期
待
で
き
る
。
放

射
能
問
題
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
無
知

と
過
剰
反
応
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
の
指
針
に
あ
る
よ
う

に
、
現
在
の
病
院
で
使
わ
れ
て
い

る
平
常
の
「
取
り
あ
え
ず
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
」
の
被
曝
量
よ
り
、
許
容

基
準
値
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
人
体
へ
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど

な
し
と
考
え
て
も
よ
い
。
ま
た
、

被
災
後
の
処
置
は
、
外
国
か
ら
も

評
価
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
放
射

能
防
御
の
技
術
水
準
は
高
い
。
電

気
事
業
制
度
は
、
一
九
五
〇
年
松

永
安
左
衛
門
の
敷
い
た
路
線
が
守

ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
電
力
安
定

供
給
は
世
界
一
の
水
準
で
あ
り
、

発
送
電
分
離
案
は
、
安
定
供
給
を

危
う
く
す
る
。
現
在
の
総
括
原
価

方
式
も
維
持
す
べ
き
だ
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
各

国
が
試
行
錯
誤
し
て
い
る
が
、
脱

原
発
を
唱
え
た
、
ド
イ
ツ
で
も
コ

ス
ト
高
で
、
今
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
と
も
か
く
高
コ
ス
ト

（
従
来
の
四
分
の
五
倍
）
を
考
え

る
と
、
ど
う
考
え
て
も
非
現
実
的

で
、
供
給
が
高
ま
る
と
、
安
定
供

給
の
面
で
問
題
が
多
い
。
も
ち
ろ

ん
、
現
在
の
九
電
力
体
制
も
、
い

く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
地
方
の

王
様
に
な
り
す
ぎ
、
政
府
に
顔
を

向
け
す
ぎ
て
い
る
。
ベ
ス
ト
・

ミ
ッ
ク
ス
に
原
発
の
最
終
処
理
コ

ス
ト
が
入
っ
て
い
な
い
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
論
が
な
い

等
の
指
摘
は
あ
っ
た
が
、
全
般
的

に
は
、
現
体
制
へ
の
肯
定
論
で

あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
参
加
者
か
ら

は
、
脱
原
発
は
無
理
か
も
し
れ
な

い
が
、
不
完
全
な
科
学
は
使
う
べ

き
で
な
い
と
い
う
倫
理
の
問
題
は

残
り
、
安
全
性
を
ど
う
考
え
る

か
、
国
民
的
議
論
と
納
得
が
必
要

だ
。
三
．
一
一
後
も
電
力
は
需
給

が
均
衡
し
て
い
る
の
は
、
節
電
意

識
や
省
エ
ネ
技
術
の
向
上
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
れ

以
上
経
済
成
長
の
持
続
と
、
今
ま

で
の
よ
う
な
過
剰
電
力
を
今
後
も

続
け
る
意
味
が
あ
る
の
か
と
の
疑

問
や
燃
料
・
蓄
電
池
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
分
散
化
の
問
題

や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

シ
フ
ト
を
コ
ス
ト
だ
け
で
切
り
捨

て
る
べ
き
で
は
な
い
と
う
の
疑
問

も
呈
さ
れ
た
。（

文
責
）
小
野

博
正

■
福
地
源
一
郎
―

セ
カ
ン
ド
・
ベ
ス
ト

の
探
究
者
（
講
師:

五
百
旗
頭
馨
氏
―

東
大
准
教
授
）

九
月
二
十
七
日

開
催
、
参
加
者
は

新
人
三
名
を
加
え

て
十
八
名
、
講
師

の
ご
子
息
・
五
百

旗
頭
ア
レ
ン
君
も

加
わ
っ
て
、
和
や

か
な
楽
し
い
会
に

な
っ
た
。
『
福
地
桜
痴
（
源
一

郎
）
の
政
論
と
文
化
活
動
』
が
副

題
で
あ
る
。
桜
痴
と
は
、
「
吉
原

の
芸
妓
・
桜
路
に
狂
っ
た
男
」
と

の
自
虐
と
か
。
福
澤
諭
吉
と
は
天

下
の
双
幅
の
「
福
」
と
し
、
自
ら

才
能
は
自
分
が
上
、
意
志
は
福
沢

が
上
と
評
し
た
。
福
地
は
一
八
四

一
年
生
れ
。
長
崎
で
漢
学
を
学

び
、
長
崎
の
医
師
・
福
地
家
に
養

子
に
入
り
、
蘭
学
・
英
学
を
学
び

幕
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。
文
久

遣
欧
使
節
団
の
日
露
交
渉
に
参

画
、
ロ
シ
ア
は
怖
い
が
あ
る
意
味

で
公
平
だ
と
、
樺
太
分
割
案
を
幕

府
に
提
案
す
る
が
受
け
入
れ
ら
れ

ず
。
王
政
復
古
後
、
剣
よ
り
ペ
ン

と
、
紅
湖
新
聞
を
創
刊
し
言
論
界

に
入
り
、
新
政
府
危
険
分
子
と
投

獄
さ
れ
る
が
、
木
戸
孝
允
の
引
き

で
新
政
府
官
吏
と
し
て
、
岩
倉
使

節
団
に
随
行
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

領
事
裁
判
調
査
で
ギ
リ
シ
ャ
、
ト

ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
を
回
り
、
エ
ジ

プ
ト
の
立
会
裁
判
所
交
渉
に
感

銘
。
後
に
、
エ
ジ
プ
ト
・
モ
デ
ル

の
現
実
主
義
の
立
会
裁
判
所
を
提

唱
す
る
。
征
韓
論
政
変
・
台
湾
出

兵
・
琉
球
併
合
・
対
清
交
渉
に
は

批
判
的
で
、
攘
夷
派
再
来
と
軍
人

政
治
を
好
ま
ず
、
木
戸
孝
允
・
井

上
馨
な
ど
と
危
機
感
を
同
調
し

て
、
東
京
日
日
新
聞
の
主
筆
と
し

て
、
社
説
欄
を
創
設
し
、
新
し
い

言
論
空
間
を
つ
く
る
が
、
政
府
布

告
を
掲
載
し
て
、
太
政
官
御
用
新

聞
と
も
批
判
さ
れ
る
。
だ
が
、
福

地
は
政
府
の
旧
慣
破
壊
・
急
進
的

民
権
論
も
批
判
、
極
論
の
連
鎖
を

防
ぐ
た
め
の
民
意
の
限
定
的
表
出

を
説
き
、
地
方
官
会
議
、
地
方
民

会
議
、
東
京
会
議
所
、
府
会
、
東

京
商
業
会
議
所
の
創
設
や
、
上
野

の
天
皇
臨
幸
な
ど
を
演
出
す
る
。

何
事
も
急
進
的
に
理
想
の
ベ
ス
ト

を
狙
わ
ず
、
不
完
全
で
も
現
実
的

な
処
置
を
追
及
し
、
『
穏
健
な
立

憲
主
義
と
協
調
外
交
』
で
漸
進
主

歴史部会報

m i040031-9697@ tba.t-com .ne.jp

担当幹事 小野 博正

井上雅晴氏（11月19日）



米欧亜回覧ニュース（季刊）2013年（平成25年）13月20日 （5）

義
の
社
会
戦
略
を
信
条
と
し
た
。

晩
年
の
福
地
は
岩
倉
使
節
団
で
の

西
欧
体
験
を
生
か
し
、
演
劇
の
改

良
、
歌
舞
伎
座
の
創
建
や
脚
本
・

史
論
・
実
業
界
、
官
界
な
ど
を

テ
ー
マ
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
文
化
へ
の
裾
野
を
広
げ
る
貢

献
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
福
地
が
福

澤
と
比
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
後
世
に

名
を
成
さ
な
か
っ
た
の
は
、
御
用

新
聞
と
さ
れ
た
こ
と
、
三
人
し
か

党
員
の
い
な
い
立
憲
帝
政
党
を
つ

く
っ
た
こ
と
、
反
復
常
無
き
言
動

と
先
駆
的
だ
が
折
衷
的
と
思
わ
れ

た
こ
と
が
原
因
か
。
彼
は
、
ノ
ブ

レ
ス
・
オ
ブ
リ
ジ
ェ
の
な
い
、
江

戸
の
文
化
ま
で
否
定
し
た
明
治
上

流
社
会
の
下
流
化
を
批
判
し
、
自

ら
社
会
の
下
流
に
降
り
て
き
て
、

日
本
文
化
を
底
上
げ
し
た
人
で
あ

り
、
な
ぜ
、
近
代
社
会
が
滅
び
た

か
は
、
上
下
が
二
分
化
し
た
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。

（
文
責
）
小
野

博
正

■
加
藤
高
明
―
そ
の
外
交
政
策
と

政
党
政
治
の
光
芒
（
講
師
：
吹
田
尚

一
氏
）

十
月
二
十
一
日
開
催
、
参
加
者

十
八
名
。
現
代
、
世
界
中
の
先
進

国
で
、
政
党
政
治
が
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
吹

田
氏
は
、
戦
前
の
日
本
で
、
政
党

政
治
が
確
立
し
て
円
滑
に
機
能
し

て
い
た
ら
、
戦
争
へ
の
道
は
回
避

で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

そ
の
鍵
を
握
っ
た
人
物
が
、
大
正

期
、
憲
政
会
（
の
ち
に
、
民
政

党
）
の
基
礎
を
築
い
た
加
藤
高
明

で
あ
る
。
加
藤
は
、
万
延
元
年
に

生
ま
れ
、
大
正
十
五
年
に
大
正
天

皇
の
崩
御
の
直
前
に
亡
く
な
っ

た
。
（
享
年
六
十
七
歳
）
東
京
帝

大
卒
。
三
菱
汽
船
（
後
の
日
本
郵

船
）
へ
入
社
。
ロ
ン
ド
ン
支
社

詰
。
三
菱
本
社
副
支
配
人
と
な

り
、
岩
崎
弥
太
郎
の
長
女
・
春
治

と
結
婚
。
英
国
で
知
り
合
っ
た
陸

奥
宗
光
の
引
き
で
外
交
官
に
転

身
。
大
隈
外
相
の
秘
書
官
を
務

め
、
一
八
九
四
年
英
国
全
権
公
使

の
時
、
日
清
戦
争
後
の
清
国
の
弱

体
化
と
、
列
強
の
清
国
蹂
躙
を
見

て
、
「
極
東
の
危
機
」
を
感
じ
て

『
極
東
論
策
』
を
建
言
す
る
。
英

国
と
協
調
し
、
ロ
シ
ア
の
南
下
を

押
さ
え
、
朝
鮮
を
支
配
下
に
置

く
。
そ
し
て
、
日
清
戦
争
で
獲
得

し
た
「
威
海
衛
」
を
英
国
に
譲
渡

し
て
、
そ
の
後
の
日
英
同
盟
の
橋

渡
し
を
す
る
。
一
九
〇
〇
年
の
伊

藤
内
閣
か
ら
、
西
園
寺
内
閣
、
桂

内
閣
、
大
隈
内
閣
の
外
相
を
四
回

歴
任
。
日
露
戦
争
、
欧
州
参
戦

（
山
東
半
島
占
拠
）
と
対
支
二
十

一
ヶ
条
要
求
で
、
終
始
タ
カ
派
外

交
官
を
貫
く
。
二
十
一
ヶ
条
問
題

で
は
、
元
老
、
軍
部
の
要
求
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
、
実
質
は
最

終
十
ヶ
条
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も

①
旅
順
・
大
連
租
借
、
満
鉄
・
安

泰
線
の
経
営
権
九
十
九
年
間
②
鉄

道
・
鉱
山
権
③
満
州
で
の
農
業
経

営
・
商
工
業
建
設
用
地
商
租
権
④

鉄
鉱
会
社
合
併
権
（
日
露
戦
争
、

大
東
亜
戦
争
の
鉄
供
給
）
を
が
っ

ち
り
と
勝
ち
取
っ
た
。
帝
国
主
義

的
外
交
、
大
国
外
交
と
言
わ
れ
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。
パ
ク
ス
・
ブ
リ

タ
ニ
カ
全
盛
の
英
国
外
交
に
学

び
、
日
本
の
国
益
の
た
め
に
は
、

日
英
同
盟
を
バ
ネ
に
、
対
ロ
シ
ア

強
硬
外
交
を
貫
き
、
外
交
に
は
軍

の
容
喙
を
許
さ
な
い
主
義
を
堅
持

し
た
。
政
治
家
と
し
て
の
加
藤

は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
憲

政
会
の
総
裁
に
押
さ
れ
な
が
ら
、

苦
節
十
年
を
経
て
、
や
っ
と
大
正

十
三
年
に
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

す
る
。
政
党
は
国
家
の
た
め
に
存

在
す
る
。
朝
野
を
問
わ
ず
、
国
運

発
展
と
国
民
の
幸
福
の
た
め
に
尽

く
せ
と
、
在
野
党
の
品
格
と
責
任

を
語
り
、
多
数
党
の
横
暴
と
少
数

党
の
放
縦
を
戒
め
た
。
加
藤
内
閣

で
は
、
①
綱
紀
粛
正
、
勤
倹
節

約
、
財
政
緊
縮
②
行
財
政
の
改
革

（
陸
海
軍
の
軍
縮
）
③
普
通
選
挙

法
の
成
立
④
元
老
の
容
喙
を
許
さ

ず
（
貴
族
院
改
革
）
⑤
小
作
調
停

法
を
実
現
し
た
。
西
園
寺
公
望
に

は
「
今
に
し
て
思
え
ば
、
木
戸
、

大
久
保
、
伊
藤
、
あ
る
い
は
加
藤

高
明
、
や
や
落
ち
る
が
原
敬
な

ど
、
い
ず
れ
も
ひ
と
か
ど
の
人
物

で
あ
っ
た
」
と
言
わ
し
め
、
戦

後
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
に
よ
る
「
日

本
の
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
強

化
」
は
、
加
藤
内
閣
以
来
の
憲
政

会
、
民
政
党
の
政
治
を
目
指
し
て

お
り
、
後
に
幣
原
内
閣
が
追
及
・

実
現
し
た
労
働
組
合
法
、
農
地
改

革
、
婦
人
参
政
権
な
ど
は
す
べ
て

加
藤
内
閣
路
線
の
後
追
い
の
成
果

で
あ
っ
た
。
（
文
責
）
小
野

博
正

■
新
島
襄
と
岩
倉
使
節
団
（
講
師
：

多
田
直
彦
氏
）

十
一
月
十
八
日
開
催
、
参
加
十

五
名
。

講
師
の
多
田
氏
は
、
同
志
社
フ

ア
ン
を
増
や
す
会
で
、
会
紙
の
レ

ポ
ー
ト
発
信
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

方
。N

H
K

大
河
ド
ラ
マ[

八
重
の
桜]

で
、
八
重
の
伴
侶
と
し
て
「
時
の

人
」
で
も
あ
る
新
島
襄
の
生
涯

を
、
そ
の
生
涯
に
出
会
っ
た
人
々

の
映
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
交
え
て
紹

介
さ
れ
た
。
江
戸
神
田
の
安
中
藩

邸
生
ま
れ
。
父
新
島
民
治
は
、
藩

の
祐
筆
、
書
道
塾
も
開
く
。
襄

も
、
習
字
、
絵
、
礼
儀
作
法
、
馬

術
、
蘭
学
を
学
び
、
藩
主
の
日

誌
・
記
録
係
に
十
七
歳
で
任
命
さ

れ
る
が
、
蘭
学
の
傍
ら
、
密
か
に

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
中
国
の
書

物
を
読
む
。
出
仕
よ
り
勉
強
に
熱

心
で
、
軍
艦
操
練
所
で
航
海
術
、

英
語
、
数
学
、
西
洋
砲
術
を
学

ぶ
。
備
中
松
山
藩
が
購
入
し
た
快

風
丸
に
乗
っ
た
こ
と
が
彼
の
人
生

を
変
え
る
。

彼
は
、
快
風
丸
の
箱
館
航
海
の

機
会
を
捉
え
、
計
画
的
に
藩
主
の

許
可
も
得
て
、
修
業
名
目
で
便
乗

し
、
箱
館
五
十
五
日
滞
在
中
に
、

米
国
密
航
を
企
て
、
塩
田
虎
尾
、

菅
沼
精
一
郎
（
武
田
斐
三
郎
塾
の

塾
頭
）
、
ニ
コ
ラ
イ
、
沢
辺
数

馬
、
福
士
卯
之
吉
、
セ
イ
ヴ
ォ

リ
ー
船
長
（
脱
国
の
ベ
ル
リ
ン

号
）
、
ポ
ー
タ
ー
（
ポ
ー
タ
ー
商

会
会
長
）
等
の
献
身
的
協
力
を
得

て
、
脱
国
に
成
功
す
る
。
思
い

は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
知
り
た
い
。

ア
メ
リ
カ
を
知
り
た
い
で
あ
っ

た
。
渡
航
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
良
質
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
等
に
出
会
い
、
岩

倉
使
節
団
と
出
会
う
九
年
間
に
、

全
人
教
育
、
キ
リ
ス
ト
教
、
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
が
西
洋
文
明
の
根
底
に

あ
る
と
知
り
、
祖
国
に
キ
リ
ス
ト

教
主
義
大
学
（
今
も
、
同
志
社
大

学
は
、
入
信
は
問
わ
ず
、
理
解
者

を
育
て
る
）
を
つ
く
り
、
自
治
自

立
の
人
民
を
育
成
す
る
夢
を
描

く
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
セ
イ
ヴ
ォ

リ
ー
船
長
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
（
上

海
・
ボ
ス
ト
ン
間
の
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
船
長
）
、
ハ
ー

デ
ィ
ー
（
襄
の
米
国
滞
在
の
ス
ポ

ン
サ
ー
）
、
ミ
ス
・
ヒ
ド
ウ
ン

（
家
族
と
し
て
下
宿
の
主
）
、
フ

リ
ン
ト
牧
師
、
テ
イ
ラ
ー
校
長
、

シ
ー
リ
ー
教
授
な
ど
の
親
交
を
得

る
。
森
有
礼
の
配
慮
で
、
留
学
生

の
免
状
を
得
て
、
岩
倉
使
節
団
の

一
員
に
加
え
ら
れ
、
木
戸
孝
允
の

肝
い
り
で
、
田
中
不
二
麿
と
欧
米

の
教
育
事
情
を
調
査
し
、
［
理
事

功
程
］
に
記
録
・
報
告
さ
れ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
興
味
に
始
ま

り
、
そ
れ
を
媒
体
と
し
て
、
文
明

開
化
期
の
人
民
を
育
成
す
る
と
い

う
男
の
信
念
が
、
生
涯
を
通
じ
て

不
思
議
な
人
と
人
の
連
な
り
を
生

み
、
次
第
に
実
現
し
て
い
く
過
程

で
、
八
重
や
山
本
覚
馬
や
槇
村
・

北
垣
京
都
知
事
等
も
登
場
し
、
彼

の
夢
に
貢
献
す
る
。

（
文
責
）
小
野

博
正
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■
第
百
七
十
五
回

九
月
十
二
日
開

催
、
出
席
者
十
二

名
。
担
当
、
芳
野

健
二
氏
。

一
行
は
、
日
本

の
将
来
の
「
く
に

の
か
た
ち
」
を
求

め
て
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
と
巡
っ

た
の
ち
、
遂
に
建

国
間
も
な
い
ド
イ

ツ
に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
五
十

八
章
の
終
わ
り
で
、
か
の
ビ
ス
マ

ル
ク
か
ら
国
内
的
に
は
「
鉄
血
政

策
」
を
、
国
際
的
に
は
「
弱
肉
強

食
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
教
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
日
本
が

辿
っ
た
道
の
り
を
考
え
る
時
、
こ

れ
こ
そ
日
本
百
年
の
決
定
的
瞬
間

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
当
然
、
回
覧
実
記
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
で
も
あ
る
。

そ
こ
で

①
日
本
の
進
路
を
決

め
た
ビ
ス
マ
ル
ク
と
は
ど
ん
な
男

だ
っ
た
の
か
②
世
界
列
強
の
消

長
、
一
八
七
〇
か
ら
二
〇
一
〇
ま

で
（
芳
野
版
「
大
国
の
興
亡
」
）

③
ド
イ
ツ
と
日
本
、
大
成
功
は
大

失
敗
の
も
と
（
三
連
勝
の
あ
と
夜

郎
自
大
と
な
り
大
ズ
ッ
コ
ケ
）
、

を
ま
と
め
、
こ
の
百
年
を
鳥
瞰
し

て
み
た
。
ま
た
、
以
前
に
ま
と

め
、
発
表
し
た
「
ザ
ビ
エ
ル
か
ら

漱
石
ま
で
、
西
洋
と
の
出
会
い
」

の
リ
ス
ト
の
な
か
か
ら
、
ド
イ
ツ

→
日
本
の
代
表
選
手
と
し
て
、
ケ

ン
ペ
ル
、
シ
ー
ボ
ル
ト
、
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
、
ベ
ル
ツ
を
、
日
本
→

ド
イ
ツ
の
代
表
と
し
て
、
市
川
清

流
（
文
久
二
年
の
遣
欧
使
節
）
、

福
沢
諭
吉
（
国
尽
く
し
）
、
木
戸

孝
允
（
日
記
）
、
青
木
周
蔵
（
自

伝
と
水
沢
周
さ
ん
の
著
！
）
、
近

く
は
永
田
鉄
山
（
統
制
派
、
総
力

戦
）
、
東
郷
茂
徳
（
悲
劇
の
戦

犯
）
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
日
本

と
ド
イ
ツ
の
リ
ア
ル
な
状
況
を
理

解
し
よ
う
と
試
み
た
。

（
文
責
）
小
坂
田

國
男

■
第
百
七
十
六
回

十
月
十
日
開
催
、
第
五
十
九
～

六
十
章
「
ベ
ル
リ
ン
市
の
記
」

中
、
下
、
ポ
ツ
ダ
ム

。

ネ

ッ

ト

上

の

百

科

事

典

W
i
k
i
p
e
d
i
a

に
お
い
て
、
「
岩
倉
使

節
団
」
を
検
索
し
て
み
る
と
、
概

要
の
欄
に
主
要
訪
問
国
の
リ
ス
ト

が
表
示
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
ド

イ
ツ
語
のW

i
k
i
p
e
d
i
a

へ
の
リ
ン
ク

を
た
ど
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

使
節
団
、
と
く
に
ベ
ル
リ
ン
訪
問

に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。G

o
o
g
l
e

の
翻
訳
機
能

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド

イ
ツ
語
の
ペ
ー
ジ
も
日
本
語
で
参

照
で
き
る
の
で
、
今
回
の
報
告
で

は
、
使
節
団
が
訪
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
や
施
設
に
つ
い
て
、
可
能

な
範
囲
で
参
照
す
る
こ
と
に
し

た
。

〔1
8
7
3.
3
.
16

～29

〕

①
兵
器
庫
②
モ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
城
③

ソ
ル
ト
マ
ン
社
の
ソ
ー
ダ
水
製
造

工
場
④
王
立
印
刷
所
⑤
天
文
台
⑥

フ
ラ
ン
ツ
兵
営
⑦
騎
兵
の
兵
営

（
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
街
）
⑧
一

八
一
四
年
以
降
の
プ
ロ
イ
セ
ン
軍

制
⑨
電
信
局
⑩
造
幣
局
⑪
ベ
ル
リ

ン
監
獄
⑫
国
立
の
小
学
校
（
生
徒

数
千
人
）
⑬
フ
リ
ー
ド
ッ
ヒ
・

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
（
現
在
の
フ

ン
ボ
ル
ト
大
学
）
⑭
消
防
署
⑮
ベ

ル
リ
ン
市
庁
⑯
漁
業
会
社
主
催
の

展
覧
会

〔
ポ
ツ
ダ
ム
市
〕

①
貝
珠
宮
（
ノ
イ
エ
・
パ
レ
ス
）

②
オ
レ
ン
ジ
宮
③
サ
ン
・
ス
ー
シ

宮
（
無
憂
宮
）
④
展
望
台
（
ブ

フ
ィ
ン
グ
ス
ベ
ル
ク
）
⑤
マ
ル

モ
ー
ル
宮
（
マ
ー
ブ
ル
・
パ
レ

ス
）
⑥
バ
ベ
ル
ス
ベ
ル
ク
⑦
ポ
ツ

ダ
ム
城

〔3

月28

日
〕

①
大
久
保
副
使
②
ケ
ー
ニ
ス
ベ
ル

ク
市
へ
③
ア
イ
ト
ク
ー
ネ
ン
駅

（
ド
イ
ツ
の
最
後
の
駅
）

（
文
責
）
高
橋

三
雄

■
第
百
七
十
七
回

十
二
月
一
二
日
開
催
。

今
回
は
、
泉
三
郎
氏
の
担
当

で
、
新
趣
向
の
「
私
の
選
ん
だ
久

米
邦
武
の
名
語
録:

朗
読
と
寸
評
」

で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
泉
さ
ん
の

朗
読
で
久
米
の
格
調
高
い
漢
文
調

の
名
文
に
触
れ
、
ま
た
、
興
味
深

い
解
説
と
寸
評
に
よ
っ
て
、
改
め

て
視
点
の
面
白
さ
や
『
実
記
』
の

魅
力
を
覚
え
た
。

配
布
さ
れ
た
「
名
語
資
料
」
の

構
成
は
、
「
例
言
」
部
分
一
頁
、

「
米
国
編
」
四
頁
、
「
英
国
編
」

四
頁
で
し
た
が
、
解
説
と
寸
評
、

そ
れ
に
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
が
賑

や
か
に
交
錯
し
た
た
め
、
結
局
、

今
日
は
「
米
国
編
」
で
時
間
切
れ

と
な
り
、
次
回
一
月
九
日
に
続
け

て
、
『
久
米
邦
武
の
名
語
録
―

２
』
と
し
て
「
英
国
編
そ
の
他
」

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
米
国
編
」
で
最
も
興
味
を
惹

い
た
の
は
、
久
米
が
「
是
ニ
テ
奇

怪
ナ
ラ
ス
ン
ハ
何
ヲ
以
ッ
テ
奇
怪

ト
セ
ン
」
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教

に
関
す
る
も
の
で
、
教
義
を
「
瘋

癲
ノ
戯
言
」
と
切
っ
て
捨
て
た
久

米
の
言
葉
を
、
泉
さ
ん
は
理
解
が

浅
薄
だ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
自
ら

も
若
い
頃
は
久
米
と
同
じ
感
想
を

も
っ
た
と
語
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

に
根
ざ
す
価
値
観
、
文
化
、
生
活

習
慣
は
、
仏
教
・
儒
教
の
世
界
観

と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
私
も

日
本
人
な
ら
戸
惑
う
の
も
無
理
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

な
お
、
続
い
て
「
楓
林
」
で
忘

年
会
が
あ
り
、
そ
の
余
韻
も
あ
っ

て
か
格
別
に
盛
り
上
が
り
、
堀
江

氏
の
パ
リ
で
の
入
院
体
験
・
入
念

介
護
の
こ
と
な
ど
談
笑
渦
巻
く
楽

し
い
会
と
な
っ
た
。

(

橋
本

吉
信

記)

■
第
百
十
六
回

九
月
十
八
日
開

催
。C

h.
9
5

A

R
e
c
o
r
d

o
f

t
h
e

v
o
y
a
g
e

t
h
ro
u
g
h

t
h
e

R
ed

S
ea

こ
の
章
で
は
、

先
ず
ポ
ー
ト
サ
イ

ド
か
ら
ス
エ
ズ
に

い
た
る
約
百
六
十

キ
ロ
の
ス
エ
ズ
運

河
に
つ
い
て
そ
の

完
成
ま
で
の
経
緯
を
か
な
り
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
。
完
成
は
、
一

八
六
九
年
で
、
使
節
団
の
通
航
は

約
四
年
程
経
っ
た
時
点
で
あ
る
。

運
河
及
び
紅
海
を
航
行
中
に
目
に

入
っ
て
く
る
風
景
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
そ
れ
と
異
な
り
、
砂
漠
や
、
乾

燥
し
赤
茶
け
た
大
地
等
、
久
米
に

と
っ
て
珍
し
い
も
の
で
、
そ
の
よ

う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、

訪
れ
た
こ
と
の
な
い
エ
ジ
プ
ト
に

つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、

知
識
が
乏
し
く
、
た
と
え
ば
、
ロ

ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
の
解
読
の
事
実

は
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

久
米
は
英
国
の
例
を
挙
げ
て
国

の
盛
衰
を
左
右
す
る
の
は
、
第
一

に
精
神
力
、
経
済
力
・
技
術
力
は

二
の
次
、
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を

述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は､

後
者
の

諸
力
も
同
様
に
重
要
と
考
え
る
べ

き
と
思
う
。

(

文
責
）
永
島

脩
一
郎

英訳実記を読む会報告

担当幹事 岩崎洋三

iwasakiyz1116@ gm ail.com
Tel&Fax 03-3488-0532

実記を読む会報告

担当幹事 小坂田 國雄

osakadakunio5256@ jcom .hom e.ne.jp
Tel&Fax 044-987-1531

第175回実記を読む会
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■
第
百
十
七
回

十
月
十
七
日
開
催
。
出
席
者
七

名
。C

ha
p
t
er

96
(

阿
剌
伯
海
航

程
ノ
記)

七
項
目
のN

o
t
e
s

の
和
訳
、
英
訳

者
がN

o
t
e
s

で
引
用
し
て
い
る

“T
h
e

O
x
fo
r
d

S
u
r
ve
y

o
f

t
h
e

B
r
i
t
i
sh

Em
p
i
re
”

by
H
er
be
r
t
-

s
o
n

an
d

Ho
w
a
rt
h

の
該
当
部
分
の

コ
ピ
ー
、
ア
デ
ン
と
ム
ン
バ
イ
の

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら
の
コ
ピ
ー

を
資
料
と
し
て
配
布
。
出
席
者
七

人
で
約
二
ペ
ー
ジ
ず
つ
朗
読
し

た
。使

節
団
は
米
欧
回
覧
の
帰
途
、

ス
エ
ズ
運
河
、
紅
海
を
経
て
一
八

七
三
年
八
月
一
日
ア
デ
ン
に
寄

港
、
ア
ジ
ア
で
の
第
一
歩
を
印
し

た
。
ア
デ
ン
で
は
貯
水
池
の
見
学

な
ど
し
て
い
る
が
、
久
米
は
第
七

十
三
巻(

イ
タ
リ
ヤ
国
ノ
略
説)

で

も
引
用
し
た
「
沃
土
ノ
民
ハ
惰
ナ

リ
ト
」
を
こ
こ
で
も
引
用
し
て
お

り
、
こ
の
地
域
は
イ
タ
リ
ヤ
よ
り

更
に
貧
し
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い

る
。英

訳
実
記
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

の
一
つ
は
、
久
米
の
あ
や
ふ
や
な

方
角
や
カ
タ
カ
ナ
の
人
名
・
地
名

を
現
地
検
証
に
よ
り
正
確
な
ス
ペ

リ
ン
グ
で
記
述
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
巻
の
八
月
二
日
の

項
で
久
米
が
「
ア
デ
ン
湾
」
と
す

る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
阿
剌
伯
湾
」

と
し
、
英
訳
者
が
こ
れ
に
輪
を
か

け
て
「
ペ
ル
シ
ャ
湾
」
と
訳
し
て

い
る
の
は
、
大
変
珍
し
い
間
違
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
こ
の
巻
で

は
三
か
所
の
英
訳
の
疑
問
点
を
指

摘
し
た
。

久
米
は
八
月
三
日
の
項
に
「
此

日
ヨ
リ
阿
剌
伯
海
ニ
カ
カ
ル
」
と

記
し
、
七
日
の
項
に
は
実
際
に
は

寄
っ
て
い
な
い
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ

イ
に
つ
い
て
三
ペ
ー
ジ
を
費
や
し

て
い
る
。
そ
し
て
九
日
次
の
寄
港

地
、
セ
ー
ロ
ン
島
の
ゴ
ー
ル
に
入

港
す
る
。

（
文
責
）
三
原

浩

■
第
百
十
八
回

十
一
月
二
十
日
開
催
。C

h
.
9
7

A
R
e
c
or
d

of
T
he

I
s
la
nd

o
f

C
e
y
l
o
n

p
.p
.
2
97

-
31
1

現
在
の
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン

カ
）
は
人
口
約
二
千
七
十
万
人
、

面
積
約
六
万
六
千
㎢
で
あ
る
が
、

使
節
団
が
訪
れ
た
頃
は
、
人
口
約

二
百
四
十
一
万
人
、
面
積
は
今
と

変
わ
ら
ず
約
六
万
六
千
㎢
を
支
配

領
域
と
し
て
い
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
我
々
に
今
で

も
そ
れ
ほ
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
平
凡
社
の
世
界
大

百
科
事
典
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
項
を

コ
ピ
ー
し
て
参
加
者
に
配
布
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
使
節
団
が

訪
れ
た
頃
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
業
生

産
様
式
が
成
立
し
て
お
り
、
コ
ー

ヒ
ー
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

て
い
た
。
紅
茶
の
栽
培
が
盛
ん
に

な
る
の
は
、
一
八
八
〇
年
代
以
降

で
あ
る
。

（
文
責
）
小
坂
田

國
雄

■
第
六
十
八
回

八
月
二
十
四
日

開
催
、
出
席
者
九

名
。
第
二
編
第
三

十
五
巻
ブ
ラ
ッ
ト

ホ

ー

ル

ト

府

の

記
。

ブ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ド

（

ブ

ラ

ッ

ト

ホ

ー

ル

ト
）
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
北
部
の
ヨ
ー

ク
シ
ャ
州
の
一
都
市
で
あ
り
、
羊

毛
産
業
即
ち
、
羊
毛
紡
績
と
羊
皮

製
造
の
英
国
で
の
主
産
地
で
あ

る
。
ブ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
羊
毛

紡
績
産
業
の
振
興
は
、
隣
の
綿
紡

績
産
業
の
技
術
の
影
響
を
受
け
て

発
展
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

非
常
に
柔
ら
か
く
て
高
級
な
緬
羊

の
腹
部
の
毛
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ア
ル

パ
カ
の
毛
を
原
料
と
す
る
羊
毛
紡

績

は

、

綿

紡

績

の

梳

櫛

機

構

（
コ
ー
ム
盤
）
の
技
術
の
影
響
を

受
け
た
も
の
で
あ
り
そ
の
応
用
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ

の
紡
績
技
術
を
発
展
さ
せ
て
、
絹

紡
績
ま
で
応
用
し
拡
大
し
て
い

る
。
横
浜
ま
で
経
営
者
が
出
向
い

て
二
束
三
文
で
仕
入
れ
た
屑
繭
か

ら
、
付
加
価
値
の
高
い
ビ
ロ
ー
ド

や
絹
毛
氈
を
生
産
し
て
い
る
プ
ロ

セ
ス
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
し
た
使
節

団
は
、
感
心
し
て
い
る
。
同
時

に
、
少
し
複
雑
な
思
い
を
抱
い
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
ブ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
で

も
、
地
方
政
府
か
ら
の
歓
迎
だ
け

で
な
く
一
般
民
衆
か
ら
も
異
常
な

ま
で
の
関
心
を
持
っ
て
見
物
さ
れ

同
時
に
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
の
背
景

と
し
て
、
前
回
の
報
告
で
も
述
べ

た
よ
う
に
英
国
産
業
が
米
独
の
追

い
上
げ
を
受
け
て
極
東
に
も
市
場

を
求
め
て
い
た
こ
と
、
今
回
の
会

合
で
は
英
国
の
対
中
国
関
係
や
イ

メ
ー
ジ
が
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
対

比
的
に
与
え
た
影
響
、
日
英
両
国

の
接
触
で
も
あ
っ
た
薩
英
戦
争
で

の
日
本
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
見
た
。

（
文
責
）
難
波

康
煕

■
第
六
十
九
回

十
月
十
二
日
開
催
、
出
席
者
七

名
。
第
二
編
第
三
十
六
巻
舌
非
力

（
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
）
府
の
記
。

サ
ウ
ス
・
ヨ
ー
ク
シ
ャ
随
一
で

全
英
八
位
の
人
口
二
十
四
万
（
当

時
）
を
擁
す
る
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
鉄
鋼
の
生
産
で
有
名
で
あ
っ

た
。
主
と
し
て
大
型
の
鋼
材
、
鉄

道
レ
ー
ル
は
も
と
よ
り
装
甲
板
圧

延
、
砲
身
、
蒸
気
機
関
の
シ
ャ
フ

ト
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を

生
産
す
る
。
こ
れ
は
一
八
五
〇
年

代
に
開
発
さ
れ
た
鉄
鋼
生
産
方
式

で
、
生
産
効
率
に
優
れ
て
い
る

「
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
鋼
法
」
が
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
に
導
入
さ
れ
た
こ
と

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
使
節

団
は
そ
の
製
造
現
場
を
悉
に
見
学

す
る
。
そ
の
描
写
に
は
熱
と
音
を

感
じ
さ
せ
る
臨
場
感
が
あ
る
。

ベ
ッ
セ
マ
ー
転
炉
に
溶
解
し
た
銑

鉄
を
入
れ
て
含
ま
れ
て
い
る
余
分

な
炭
素
や
ケ
イ
素
を
転
炉
の
中
で

取
り
除
く
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

使
節
団
が
見
た
英
国
の
製
鋼
業

は
、
一
八
六
〇
年
代
に
開
発
さ
れ

た
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
鋼
法
や
熱
量
の

高
い
コ
ー
ク
ス
の
利
用
な
ど
に
よ

り
技
術
的
な
優
位
に
立
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
欧
州
産
の
鉄
鋼
石

が
リ
ン
や
硫
黄
な
ど
不
純
物
を
含

む
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

高
品
位
鉱
石
に
対
し
て
原
料
面
で

相
対
的
に
不
利
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
石
炭
ガ
ス

を
利
用
し
た
高
温
溶
融
で
の
脱
炭

素
精
錬
に
よ
る
鉄
鋼
生
産
な
ど

で
、
英
国
は
鉄
鋼
生
産
に
お
け
る

技
術
の
優
位
性
も
失
っ
て
ゆ
き
つ

つ
あ
っ
た

。

岩
倉
使
節
団
か
ら
三
十
年
余
後

に
英
国
で
建
造
さ
れ
た
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
号
の
沈
没
事
件
の
原
因

も
、
鉄
鋼
に
不
純
物
の
硫
化
マ
ン

ガ
ン
を
多
量
に
含
ん
だ
船
体
鋼
板

や
特
に
多
く
の
リ
ベ
ッ
ト
が
、
氷

山
を
擦
る
よ
う
に
接
触
し
た
時

に
、
本
来
の
強
度
不
足
に
加
え
て

低
温
で
脆
さ
を
増
し
て
い
た
た

め
、
一
気
に
そ
れ
ら
が
破
損
、
破

断
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

（
文
責
）
難
波

康
煕

関西支部報告

担当幹事 難波 康煕

nam ba@ jttk.zaq.ne.jp

セイロンのホテル（「写真・絵

図で甦る 堂々たる日本人」）
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編
集
後
記

◇
今
年
度
に
会
員
と
な
っ
た
新

会
員
四
名
の
方
の
自
己
紹
介
文

を
掲
載
（
三
頁
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
前
号
の
五
名
を
加
え

る
と
九
名
（
女
性
五
名
、
男
性
四

名
）
と
な
り
、
続
い
て
い
た
会
員

減
傾
向
に
よ
う
や
く
歯
止
め
が

か
る
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
今
後
も
多
様
な

層
の
会
員
が
増
え
、
当
会
の
活
性

化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

◇
第
七
十
一
号
（
六
月
）
、
第
七

十
二
号
（
九
月
）
で
は
、
部
会
報

告
欄
が
従
来
の
六
・
七
頁
に
収
容

で
き
な
い
報
告
原
稿
量
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
号
は
つ
い
に

三
頁
下
段
か
ら
八
頁
ま
で
が
部

会
報
告
と
な
り
ま
し
た
。
量
ば
か

り
で
な
く
内
容
も
、
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
定
例
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
研
究
会
と
歴
史
部
会
の
報

告
、
そ
し
て
、
英
訳
実
記
を
含
む

読
む
会
や
関
西
支
部
の
充
実
し

た
報
告
が
続
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
部
会
活
動
の
活
発
化
が
、
新
会

員
増
の
要
因
の
一
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

◇
担
当
の
方
に
お
書
き
頂
い
た

報
告
文
を
紙
面
に
合
わ
せ
て
一

部
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
も
多
く
な
る
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
橋
本
吉
信

氏
か
ら
頂
い
た
た
た
く
さ
ん
の

写
真
も
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
Ｎ
）

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051)

＜催し案内＞
2014年1月～3月の予定です

☆新年懇親例会

日 時：平成26年1月5日（日）12:00～14:00

テーマ：音楽で巡る岩倉使節の旅

場 所：日本外国特派員協会（外国人記者クラブ）

JR有楽町駅日比谷口、電気ビル北館20階

会 費：7,000円（ご同伴 5,000円）

☆実記を読む会

日 程： 1月 9日（木）泉氏「久米の名語録－２」

2月13日（木）堀江氏「第42、43巻」

3月13日（木）小野氏「第61～65巻」

時 間：14:00～

場 所：国際文化会館４０１号室（会費：1,000円）

☆英訳実記を読む会

日 時： 1月22日（木）14:00～ 担当：大森氏

2月19日（水）14:00～ 担当：樫原氏

場 所：銀座ルノアール・マイスペースニュー

新宿3丁目店2号会議室

☆グローバルジャパン研究会

日 程： 2月 8日（土）「財政と税制を考える」

（山田哲司氏）

3月 8日（土）「魅力あるJAPANを創る」

（西川武彦氏）

時 間：13:30～16:30

場 所：国際文化会館403号室（会費：1,000円）

☆歴史部会

日 程： 2月17日（月）「榎本武揚」（岩崎洋三氏）

3月17日（月）「徳富蘇峰」（吹田尚一氏）

＊13:30～17:00

4月21日（月）「明治14年の政変」

（大久保啓次郎氏）

時 間：18:00～21:00

場 所：国際文化会館E（会費：1,000円）

☆関西支部例会

日 時：2月 8日（土） 12:30集合～16:30

場 所：大阪弥生会館

会 費：1,500円＋昼食代1,000円くらい

ホームページ

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等

また、書籍・ＤＶＤ案内もあります

http//www.iwakura-mission.jp

＊お知らせ欄も時々チェックしてください

特定非営利活動法人

「米欧亜回覧の会｣ご案内

趣 旨 この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その記

録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く人々

の集まりです。

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさに

「温故知新」の宝庫といえましょう。

この素材を媒体に歴史を学び、現代の直面

する諸問題についても自由に語り合う会で

す。

会 員 趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。

例 会 年に４回、全体例会があります。

部 会 テーマ別に読む会、歴史部会、グローバル

ジャパン研究会等があり、映像サロン・旅行

会・研究会・シンポジウムなどを行っていま

す。

機関紙 年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員の

意見発表、情報交換の媒体とします。

役 員 理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。

会 費 年会費6,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、仮入会希望者、学生には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。

事務局 「米欧亜回覧の会」

〒135-0021
東京都江東区白河 4-9-14-1407
E-m ail:info@ iw akura-m ission.gr.jp
TEL:090-4723-9705 FA X :03-3641-9407

入会申込

入会申込書はホームページと事務局にあります。新規
入会に際しては入会金5，000円を頂きます。
なお年会費などのお支払いは下記のゆうちょ銀行口
座への払込（振込）をご利用ください。

00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会


